
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

単一相の
透明な水性化粧品組成物において、少なくとも一のアルキル =パラ -ヒドロキシベンゾアー
トであって、アルキル基が１から６の炭素原子を有するもの、組成物全重量に対して少な
くとも９０重量％の水、及び少なくとも一のメタ重亜硫酸塩を含み、該メタ重亜硫酸塩の
量が組成物全重量に対して最大で０．０２重量％であ

ことを特徴とする組成物。
【請求項２】
比重が ．９９から１．０１であることを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
組成物全重量に対して、９５から９９．９重量％の水を含むことを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の組成物。
【請求項４】
メタ重亜硫酸塩が、メタ重亜硫酸ナトリウムであることを特徴とする請求項１から３のい
ずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
メタ重亜硫酸塩が、組成物全重量に対して０．００１から０．０２重量％の量で存在する
ことを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
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アルキル =パラ -ヒドロキシベンゾアートがメチル =パラ -ヒドロキシベンゾアートであるこ
とを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
メチル =パラ -ヒドロキシベンゾアートが、一以上の他のアルキル =パラ -ヒドロキシベンゾ
アート及び／または他の保存料との混合物として使用されることを特徴とする請求項１か
ら６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
アルキル =パラ -ヒドロキシベンゾアートの量が、組成物全重量に対して０．０１から１重
量％であることを特徴とする請求項１から７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
プロピレングリコール、ブチレングリコール、ヘキシレングリコール、ポリエチレングリ
コール、グリセロール、ジプロピレングリコール及びこれらの混合物より選択される少な
くとも一のポリオールを含むことを特徴とする請求項１から のいずれか一項に記載の組
成物。
【請求項１０】
ポリオールの量が、組成物全重量に対して０．１から９．５重量％であることを特徴とす
る請求項１から９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
水が、部分的または完全に、鉱泉水及び／または温泉水より選択される水からなることを
特徴とする請求項１から のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
皮膚及び／または目のメイクアップのクレンジング及び／または除去用のローションを構
成することを特徴とする請求項１から のいずれか一項に記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明の主題は、少なくとも一のメタ重亜硫酸及び少なくとも一のアルキル =パラ -ヒドロ
キシベンゾアート（パラベン）を含む単一相の透明な水性化粧品組成物及び、皮膚及び／
または目のメイクアップの穏やかなクレンジング及び／または除去のための前記組成物の
使用である。本発明の別の主題は、少なくとも一のメタ重亜硫酸塩を添加することからな
る、水性化粧品組成物にアルキル =パラ -ヒドロキシベンゾアートを溶解する方法である。
【０００２】
【従来の技術】
単一相（単相）の透明な水性液体組成物は、油相を含まず、クレンジング及びメイクアッ
プ除去ローションを構成する組成物である。これらのローションは、一般的に化粧品の分
野で、特に乳剤を使用した後に皮膚及び／または目のメイクアップの除去を完全にするた
めに使用される。これらは、多量の水を含み、例えばトーニングローション及び目のため
のメイクアップ除去剤を構成する。
【０００３】
これらの単一相の水性液体組成物は、保存料、特に、パラベンとしても既知のアルキル =
パラ -ヒドロキシベンゾアートを含む。これらのパラベン、特にメチルパラベンは、その
抗菌特性により化粧品に広く使用されているが、水性媒体にほとんど溶解しないという欠
点を呈する。実際には、これらが完全に溶解しない場合、パラベンは再結晶しがちであり
、このことは白色粒子の形成に反映される。このような白色粒子は、透明な組成物の外観
及び感覚的品質に許容し難い影響を及ぼす。さらにまた、汚染部位となりうる水相中で保
存料としての役割を完全に果たすためには、パラベンは前記水相中に完全に溶解していな
ければならない。
【０００４】
したがって、パラベンは、水性組成物、特に透明な水性組成物中において、可能な限り最
大の有効性を達成し、組成物に完全な透明性を得るためには完全に溶解していなければな
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らない。
【０００５】
パラベンの溶解度を向上させる一つの解決策は、エタノール等の第一アルコール、グリコ
ール等のポリオールまたは界面活性剤を水性組成物に添加することからなる。しかしなが
ら、第一アルコールの、特に顔用ローションへの添加は、エタノールが刺激性の性質を示
し得るために回避すべきである。さらにまた、グリコールの過剰量の添加は、液体組成物
、例えばローションに、粘性で付着性の性質を付与する。さらにまた、目的とするのは、
過剰量の界面活性剤の使用を、その特に敏感な使用者における皮膚及び目に対する刺激性
の性質のため、回避することである。さらにまた、アニオン性及び非イオン性の界面活性
剤には、その示す作用がパラベンとは非適合性のものがある。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかるに、従来の欠点を持たず、含まれるパラベンが完全に溶解していることにより完全
に透明である単一相の水性液体化粧品組成物が依然として求められている。
【０００７】
【課題を解決するための手段及び発明の実施の形態】
実際、出願人は、驚くべきことに、メタ重亜硫酸塩、特にメタ重亜硫酸ナトリウムによれ
ば、パラベン、特にメチルパラベンが完全に溶解した完全に透明な水性組成物が得られる
ことを見出した。最終生成物は、優れた安定性を有し、微生物学的防御特性を保持する。
【０００８】
したがって本発明の主題は、単一相の透明水性液体化粧品組成物であって、アルキル基が
１から６の炭素原子を有するもの、組成物全重量に対して少なくとも９０重量％の水、及
び少なくとも一のメタ重亜硫酸塩を含み、該メタ重亜硫酸塩の量が、組成物全重量に対し
て最大で０．０２重量％であることを特徴とする組成物である。
【０００９】
“透明”との語は、該組成物を収容するボトルを通して、このボトルの後ろに置かれた新
聞の頁に印刷された文字が確認できることを意味する。この語はまた、１０ cmの奥行きを
もつ該組成物のサンプルが、２００ nmから８００ nmの範囲内のあらゆる波長において少な
くとも４％の最大光透過を有することを意味する。
【００１０】
“液体組成物”との語は、水を高率で含み、密度が約１、すなわち約０．９９から１．０
１である組成物を意味する。本発明の組成物は、組成物全重量に対して、少なくとも９０
重量％、好ましくは９５重量％の水を含む。水の量としては、組成物全重量に対して９９
．９重量％までの範囲が可能である。
【００１１】
その抗酸化特性によって知られるメタ重亜硫酸ナトリウムが、少量のみの使用でもパラベ
ンを溶解させることができ、これによって完全な透明性と同時に優れた保存性を与え、ま
た、メタ重亜硫酸塩の使用量が十分少量（０．０２％以下）であるため、美容用途、特に
目のメイクアップ除去剤には特に重要な非刺激性が得られることによる比類ない耐性を与
えることは、これまで示唆されていない。
【００１２】
したがって、本発明の別の主題は、少なくとも一のメタ重亜硫酸塩を添加することからな
る水性化粧品組成物へのアルキル =パラ -ヒドロキシベンゾアートの溶解方法である。
【００１３】
メタ重亜硫酸塩は、一般的にアルカリ金属メタ重亜硫酸塩であり、好ましくはメタ重亜硫
酸ナトリウムである。これは、期待される結果を効果的に保証する量で存在することが好
ましく、例えば、本発明の組成物中に、組成物全重量に対して０．００１から０．０２重
量％、好ましくは０．００２から０．０１重量％の量で存在可能である。
【００１４】
アルキル =パラ -ヒドロキシベンゾアートにおいては、アルキル基は１から６、好ましくは
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１から４の炭素原子を有する。アルキル =パラ -ヒドロキシベンゾアートとしては、特に、
メチル =パラ -ヒドロキシベンゾアート（メチルパラベン）、エチル =パラ -ヒドロキシベン
ゾアート（エチルパラベン）、プロピル =パラ -ヒドロキシベンゾアート（プロピルパラベ
ン）、ブチル =パラ -ヒドロキシベンゾアート（ブチルパラベン）及びイソブチル =パラ -ヒ
ドロキシベンゾアート（イソブチルパラベン）を挙げることができる。
【００１５】
本発明の組成物においては、メチル =パラ -ヒドロキシベンゾアートを、単独または、一以
上のパラベン及び／または他の保存料、例えばフェノキシエタノールとの混合物として使
用することが好ましい。例えば、 Nipa社より Nipastatの名で市販のメチルパラベン、エチ
ルパラベン、プロピルパラベン及びブチルパラベンの混合物、または Nipa社より Phenonip
の名で市販のフェノキシエタノール、メチルパラベン、エチルパラベン、プロピルパラベ
ン及びブチルパラベンの混合物を使用することができる。
【００１６】
アルキル =パラ -ヒドロキシベンゾアートまたはアルキル =パラ -ヒドロキシベンゾアートの
混合物は、本発明による組成物中に、所望の目的、すなわち、該組成物の優れた微生物保
存性に適合する量で使用される。この量には、例えば、該組成物全重量に対して０．０１
から１％、好ましくは０．０５から０．５重量％の範囲が可能である。
【００１７】
本発明による組成物は、好ましくは一価のＣ 1－Ｃ 3アルコール、特にエタノールを含まな
いが、これらは、その刺激性及び炎症性の性質の故にその使用の回避が求められている。
同様に、ゲル化剤の使用も避けることが好ましい。
【００１８】
本発明の組成物は、一以上のポリオール、特にグリコールを、最終生成物に付着性の性質
を付与することのない量で含有可能である。本発明による組成物中に使用可能なポリオー
ルの中では、特に、プロピレングリコール、ブチレングリコール、グリセロール、ヘキシ
レングリコール、ポリエチレングリコール、例えばＰＥＧ－８，ジプロプレングリコール
及びこれらの混合物を挙げることができる。本発明の組成物中のポリオールの量は、一般
的に、組成物全重量に対して０．１から９．５％、好ましくは１から５重量％である。
【００１９】
本発明の水性液体組成物は、任意に界面活性剤を含有可能であり、その存在によりメイク
アップの除去を改善することができる。この界面活性剤は、一般的に組成物全重量に対し
て０．０１から５重量％、より好ましくは０．０５から２重量％の量で存在する。
【００２０】
本発明の組成物に使用可能な界面活性剤としては、ナトリウム =ラウレス =スルファート、
例えば Henkel社の製品“ Texapon ASV”、ナトリウム =ココアンフォジアセタート、例えば
Rhodia Chimie社の製品“ Miranol 2CM”、ポリソルバート、及びポロキサマー、例えば IC
I社より Synperonincの名で市販の製品を挙げることができる。
【００２１】
本発明の組成物において、使用可能な水は、純脱イオン水、また鉱泉水及び／または温泉
水であり、換言すれば該組成物の水は、部分的または完全に鉱泉水及び／または温泉水よ
り選択される水からなる。一般的に、鉱泉水は飲用に適するが、温泉水の場合は必ずしも
そうではない。これらの各水は、それ自体、溶解したミネラル及び／または微量元素を含
有する。これらの水は、その含む特定の微量元素及びミネラルによって、特定の治療目的
、例えば皮膚の湿潤化及び脱感作または所定の皮膚病に使用されることが既知である。“
鉱泉水または温泉水”との用語は、天然の鉱泉水または温泉水のみならず、付加的ミネラ
ル成分及び／または微量元素を添加された天然の鉱泉水または温泉水、並びに純水（脱イ
オン水または蒸留水）より調製されるミネラル及び／または微量元素溶液をも示すことと
する。
【００２２】
本発明に使用される天然の鉱泉水または温泉水は、例えば、 Vittelの水、 Vichy basinの
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水、 Uriageの水、 La Roche Posayの水、 La Bourbouleの水、 Enghien-lens-Bainsの水、 Sa
int Gervais-les-Bainsの水、 Neris-les-Bainsの水、 Allevar-les-Bainsの水、 Digneの水
、 Maizieresの水、 Neyrac-les-Bainsの水、 Lons-le-Saunierの水、 Eaux Bonnesの水、 Roc
hefortの水、 Saint Christauの水、 Fumadesの水、 Tercis-les-Bainsの水及び Aveneの水よ
り選択可能である。
【００２３】
本発明の化粧品組成物は、局所適用を目的とし、生理学的に許容される媒体を好適に含有
する。“生理学的に許容される媒体”との語は、皮膚、粘膜（瞼の内側及び唇を含む）、
爪及び／又はケラチン繊維（髪及び睫毛）に適合性の媒体を意味することとする。これら
の組成物は、化粧品分野において通常の補助剤、例えば抗酸化剤、香料、スクリーニング
剤、着色物質、あるいは親水性または親油性の活性成分をさらに含有可能である。補助剤
の性質及び量は、本発明の組成物の特定を変性させないものでなければならない。これら
の補助剤の量は、化粧品分野で通常使用されるとおりであり、例えばエマルション全重量
に対して０．００１から５％である。
【００２４】
本発明の組成物は、特に皮膚及び／または目のメイクアップの洗浄及び／または除去に適
したローションを構成する。
【００２５】
さらに、本発明の別の主題は、皮膚及び／または目のメイクアップの洗浄及び／または除
去を目的とする、上述の組成物の美容のための使用である。
【００２６】
下記の実施例は、本発明の詳説のために与えられ、限定的性質を有するものではない。全
ての量は、組成物全重量に対する活性物質の重量％で示した。出発物質としてはＣＴＦＡ
名を記載した。
【００２７】
（実施例１：顔及び目の洗浄のためのローション）
グリセロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　３％
メタ重亜硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　０．００２％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％までの残量
【００２８】
メチルパラベンとグリセロールを６０℃にて混合し、該混合物を激しく室温にて攪拌しつ
つメタ重亜硫酸ナトリウムを含有する水に導入することにより組成物を調製した。
【００２９】
（実施例２：顔及び目の洗浄のためのローション）
ＰＥＧ -８　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　２％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
メタ重亜硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　０．００５％
脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％までの残量
【００３０】
メチルパラベンと水を８０℃にて混合し、冷却した混合物に、ＰＥＧ -８とメタ重亜硫酸
ナトリウムとを室温にて攪拌しつつ添加することにより組成物を調製した。
【００３１】
（実施例３：顔及び目の洗浄のためのローション）
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
メタ重亜硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　０．００５％
ＰＥＧ -８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２％
グリセロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　３％
コーンフラワーウォーター　　　　　　　　　　　　１％
脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％までの残量
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【００３２】
メチルパラベンとグリセロールを６０℃にて混合し、該混合物を激しく室温にて攪拌しつ
つ水に導入した。溶液が透明になった時点で、メタ重亜硫酸ナトリウム、ＰＥＧ -８及び
コーンフラワーウォーターを、相次いで、室温にて攪拌しつつ添加することにより組成物
を調製した。
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